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コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

保育職を対象とした研修の内容及び方法に

関する実践的検討ー若手保育者の研修での

体験とその後の変容に関する語りの分析か

ら−

共著 なし 森田満理子、小谷宜路 2026.2

名称 単・共

教育方法論（幼） 〇 15
映像と文字記録による事例をもとに、意見交換をしながら学びを深められ

るようにした。

埼玉大学教育学部附

属教育実践総合セン

ター紀要、第24号、

57-64

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

保育職を対象としたリカレント教育の内容

及び方法に関する実践的検討
共著

埼玉県立大学研究開発セン

ターシンポジウム
○森田満理子、小谷宜路 2026.2

（４）その他

現代のコロナ環境下における乳幼児の母親

を対象とした虐待リスク予測因子の解明

（3）ー幼稚園児を持つ母親の子育て相談に

対するニーズに着目してー

共同
日本保育学会第78回大会、

長野市
○森田満理子，堀科，増南太志 ，藤枝静暁 2025.5

現代のコロナ環境下における乳幼児の母親

を対象とした虐待リスク予測因子の解明

（4）ー育児感情,育児感情,育児環境に注目

してー

共同
日本教育心理学会第67回大

会、浜松市
○藤枝静暁, 増南太志, 森田満理子 2025.10

査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数

（２）論文

著者、編者名 発行等年月

研究分野 幼児教育

学位 修士（教育学）

学歴
1993年　埼玉大学教育学部幼稚園教員養成課程卒業、1995年　埼玉大学大学院教育学研究科学校教育専攻学校教育専修修

了

氏名 森田満理子 部署 社会福祉子ども学科 職名 准教授

経歴
2008年　川口短期大学こども学科講師、2014年　埼玉県立大学保健医療福祉学部講師、2018年　埼玉県立大学保健医療福

祉学部准教授

所属学会（役職） 日本保育学会、日本発達心理学会、日本カウンセリング学会

１．研究業績

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

（１）著作(著書及びその他の著作物）

該当なし

論文の名称 単・共
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保育実習ⅠB 2月〜3月2週間
保育実習ⅠBについては、福祉子ども学専攻３年次・社会福祉学専攻３年

次保育士課程科目履修生の実習訪問指導

保育実習Ⅲ 8月〜9月2週間
保育実習Ⅲについては、福祉子ども学専攻４年次・社会福祉学専攻4年次

保育士課程科目履修生の実習訪問指導

保育内容・指導法（総論）
〇 13

指導案の作成と模擬保育のうえ、意見交換を通した振り返りによる学びが

できるようにした。ほか2回、幼稚園の現場に引率し、幼稚園の環境を見

るとともに、幼稚園教員による講義の機会を設けた。

保育実習ⅠA事前事後指導
4月〜11月

４コマ

教育実習（幼）Ⅰ

学外実習：9月１

週間

学内実習：5月〜

10月、3コマ

福祉子ども学専攻２年次生幼稚園における観察実習の事前事後指導におい

て、１コマ「2年生と4年生との実習に関する情報交換」担当。ほか2コ

マ、実習直前、実習後のグループ別指導を担当。実習計画作成に関する個

別指導2名担当。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

5コマ

保育実習Ⅱ事前事後指導においては、責任実習に係る模擬保育と討議の指

導2コマ、事前事後のグループ指導2コマ担当。ほか実習目標の個別指導。

及び全体報告会での指導。

保育実習Ⅲ事前事後指導 ３コマ
保育実習Ⅲ事前事後指導においては、事前事後のグループ指導2コマ担

当。ほか実習目標の個別指導。及び全体報告会での指導。

教育実習（幼）Ⅱ

保育内容・指導法（言葉） 〇 15

事例検討など、具体的な保育実践を題材としてグループ討議・発表を行う

などするとともに、児童文化財の具体物を豊富に取り入れ、学生が実践を

イメージしながら理解を深められるようにした。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

幼児と言葉 〇 15
演習となる後半部分では、児童文化財の実践を題材として意見交換を行っ

たり、言葉遊びの実際について教材を作って活用する活動を盛り込んだ。

保育内容・指導法（人間関係） 〇 15

実践事例・映像資料を豊富に取り入れ、小グループでの討議を通して学び

あうことを大切にした。実際にふれあいのある遊びや鬼遊びを体験できる

ようにし、学生が教材研究と立案についての理解を深められるようにし

た。

保育実習ⅠA事前事後指導においては、1コマ　事前訪問に関する内容・

礼状の書き方について担当、事前事後のグループ別指導2コマ担当。ほ

か、実習計画に関する個別指導。及び全体報告会での指導。

保育・教職実践演習 1 最終回まとめでの学生への助言。

保育実習Ⅱ 8月〜9月2週間
保育実習Ⅱについては、福祉子ども学専攻４年次・社会福祉学専攻4年次

保育士課程科目履修生の実習訪問指導

保育実習ⅠB事前事後指導 2コマ
保育実習ⅠB事前事後指導においては、計２コマ実習直前の指導小グルー

プでの学生指導担当、ほか実習目標の個別指導。

保育実習ⅠA 8月〜9月2週間
保育実習ⅠAについては、福祉子ども学専攻３年次生・社会福祉学専攻保

育士課程科目履修生の実習訪問指導

〇

学外実習：5月〜

6月３週間

学内実習：4月〜

1月、15コマ

福祉子ども学専攻4年次生幼稚園における指導実習の実習事前事後指導に

おいては、幼稚園における実習とこれまでの学習を有機的に結び付けられ

るように教材研究・模擬保育と討議に多くの時間をあてた。そのほか、小

グループにおける個別指導として、2コマ、実習直前、実習後のグループ

別指導、実習目標作成に関する個別指導4名担当。

保育実習Ⅱ事前事後指導
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期間

地域貢献活動

北本市子ども・子育て会議 委員長 2025.10〜2027.9

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

該当なし

上尾市幼児教育推進協議会 副委員長 2025.4〜2027.3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

該当なし

北本市子どもの権利委員会 委員長 2024.10〜2026.9

北本市総合振興計画審議委員会 副委員長 2025.4〜2026.3

埼玉大学教育学部附属幼稚園学校評議員 学校評議員 2025.7〜2026.7

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

三郷市障がい者計画・障がい福祉計画等懇話会 会長 2023.4〜2026.3

埼玉大学教育学部非常勤講師

科目名：保育内容「人間関係」
2025.4〜8

実践事例・映像資料を豊富に取り入れ、小グループでの討議を通して学び

あうことを大切にした。実際にふれあいのある遊びや鬼遊びを体験できる

ようにし、学生が実践をイメージしながら理解を深められるようにした。

（全15回担当）

埼玉大学教育学部非常勤講師

科目名：保育内容「言葉」
2025.9〜3

実践事例・映像資料・児童文化財の具体物を豊富に取り入れ、学生が実践

をイメージしながら意見交換をして理解を深められるようにした。（全15

回担当）

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

４．社会貢献活動

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

放送大学面接授業非常勤講師

科目名：幼児教育における学び

（於：放送大学埼玉学習センター）

2025.4〜9
幼児教育について初めて学ぶ履修者が興味をもてるように、映像や文字記

録による事例を多数取り入れた内容で構成した。（全8回担当）

（５）その他

卒業論文 2025.4〜12 主指導 2名 副指導 3名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

学生支援 ４年生担当 2025.4〜2026.3

2025.4〜2026.3

大学広報活動 オープンキャンパスにおける模擬授業 2025.8

埼玉県　大学の開放授業講

座

本学における保育内容「人間関係」の指導法　の授業にて社会人の履修

生1名を受け入れた（全15回）。
2025.10〜2026.3

地域貢献活動 高校生向け開放授業
本学における保育内容「人間関係」の指導法　の授業にて高校生の履修

生5名を受け入れた（全15回）。
2025.10〜2026.3

全学的委員会及びセンター業務等 保健委員

５．学内運営

項目 内容

学科等における委員会等 カリキュラム検討WG、教員採用試験支援、卒研運営 2025.4〜2026.3

大学広報活動 群馬県立桐生清桜高等学校からの大学見学における専攻実習室の案内 2025.12

学生支援

清澄祭（本学学園祭）における活動（学生と有志「子ども時代応援チーム」を結

成し、「大学生と遊ぼう」と題し、凧づくり、凧揚げ、トコトコ人形づくり等の

活動を展開。学生支援とともに、地域の子どもへの遊び場の提供と専攻の広報も

目的とした。

2025.10

学生支援 チアダンスサークル「PRIMROSE」顧問 2021.4〜2026.3
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1 該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

８．特記事項

該当なし


